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の大きいかさ高品または容積品に対し， 軽量の度合に応じて定

められた滅トン数を，機記 l ン数から控除した トン数を ， 運賃

計算トン数とする制度。

貨物等級の査定に用いられる貨物の価絡は，突重量当りのも

のによっているので，鉄鋼材のように貨車の機記ト γ数まで満

卜 γ絞i肢できる重量品と ， 前ilの ように貨車に満i~ しても震iii:が

標記 ト ン数に迷しない軽量品とでは， 実重盆 1 t 当りのfiI日絡が

同じでも， 1 Jlïに積載した場合の総imi格は奥なる。したがって

突霊量当り iiHi絡のみによって等級を査定することは軽:@:品に不

幸 IJ となり ， 桜北品と重fE品の運賃負担の均衡を失する。

また車扱貨物の巡貨は1ヨ111単位で吉tJ草されるのに対し ， 小口

貨物の運賃は貨物の笑霊fitによ って計算されるので， Illli五I ，W，は

車扱主I!賃 よ り小口運賃のブ5が割安となる場合がある。このよう

なj~~合は車扱貨物が不当に小口 に流れ， 鉄道の巡送秩序を乱す

ことになるので巡貨の剥盤を図る必要がある。

以上 2 つの理由にもとづいて， 総iit滅ト γ制度が設けられて

L 、る。

滅トン数は貨物等級表の滅 ト ン欄に大形，中形， 小JrH'î III別

に， Jil 自によりLl ・ 2 ・ 41 のように定められている。

なお，貨物の重量が， 使用貨車の燦記 ト γ数から滅トン数を

控除したものより重いときは，貨物の重量;によ っ て運賃を計算

するのである。(片山伊与吉)

けいろしてい 経路指定 貨物の巡送経路が 2 途以上ある場

合の経路については， 国鉄の定める経路によりJlli送すること に

なっているが， 荷主がとくに運送すべき経路を指定し述送の委

託をすることをいう。この場合巡貨の計算は， )~短経路のキ ロ

程によらず央総輸送される経路のキロ程によることになってい

る。

Itï扱貨物の荷送人または貨物引換詰E所持人は，貨物の連送経

路を指定することができるが， この指定の請求を貨物の託送後

に申し出たり ， あるいはすでに指定したものを取消したりする

ことを経路指定の追付または取消 という。この取扱は貨物およ

び|話l係書類の発駅発送出iにかぎるのである。(活森直樹)

けいろへん こ う 経路変更 旅客があらかじめ鉄道係員の承

諾を得て， 旅客五I!貨を再計算のうえ，相当の手数料を支払って ，

'*車券聞に表示された経路の一部または全部を異なる経路に変

更することをいう。経路変更は定期乗車券 ・ 回数来耶券使用旅

客に対しては取扱をしない。

経路変更は原来事券の区間に不乗車紛区聞を生ずる点は， 方

向変更と同一であるが(乗越はl尽乗車券の区間に不梁lli船区間

を生じな L、)，異なる点は方向変更の着駅が原乗車券の着駅と奥

なるに反して， 経路変更は着駅が同ーとなることである。

1 変更l時期

乗車券類購求後であれば旅行開始前であると旅行開始後であ

るとを l吋わないが， 旅客は変更が開始される駅までに鉄道係只

に変更の請求をしなければならない。

2 変更箇所

発売箇所であると否とを附わず， また駅であると爽務員であ

るとを附わず取扱をするが，~内所においては取扱をしない。

3 変更回数

l 匝lにかぎって取扱をする。

4 変更区間

原乗車券の一部の区聞を変更することを原則とするが，全部

の区間の変更となる湯合でもよい。ただし経路変更することに

よってすでに乗車船した区間または変更区間 と変更区間とが復

来となる場合には取扱をしない。 また回遊来事券等 2 券片以上

の乗車券を使用する旅客に対しては， 変更が開始される券片に

対する変更 と してl反級う。

5 手数料

原察Ifï券 1 枚について 10 円の手数料を収受する。

6 変更衆車券

定期衆車券 ・ 回数乗車券以外の乗車券所持の旅客に対して取

扱うが，普通乗車券で通周知l聞を経過して継絞乗車船中の旅客

に対しては取扱をしない。また団体乗車券 ・ 貸切来事券につい

ては，桝成人員の全部が同ーの経路変更を行う場合で， かつ輸

送上の変更承認を受けた場合てーなければ経路変更としての取扱

をしない。

また取扱区間を限定して発売する割引梁車券については， 一

般に経路変更の取扱をしていない。

7 旅客運賃の計算方

変更区間の普通旅客巡賃にl京衆車券 l 枚につ き手数料 10 門

を1J日えた綴と，原券の不乗車紛区間の相当旅客五1mとを比絞し

て ， 不足鰍は追徴し，過剰傾は払いもどしをしない。東京また

は大阪付近の特定の電車区間内相互発;ì':rの普通衆車券によって，

同区間内の経路変更をする場合には， [Jj[券の区間に対する普通

旅客運賃と，実際来事船区間に対する普通派客運賃とを比較し

て ， 不足傾は追徴し，過剰在ãïは払いもど しを しない。

なお上記の計算プJについては，つぎの諸条件が付加される。

(1) 経路変更の旅客運賃を計算ーする場合のキロ程の適用方に

ついては，普通，* 111券発売の際に使用するキ ロ 程を適用する。

(2) 着駅共通乗車券( 2 つ以上の着駅に対する旅客運賃が向

傾のため， ~~1 駅別に l 枚ごとの来事券として設備せず， 1 枚の

衆車券により L何 ・ 何間ゆき1 のように着駅名を表示して設備

しているもの)によって方向変更する場合には， 駅員1) として券

聞に表示されている最遠駅活のものとして旅客運賃の計算をす

る。

(3) 東京都区内 ・ 大阪市内または東京電車潔状線内所在の駅

から変更が開始され，または同区間内の駅に復帰する経路変更

は， 分岐!訳または復帰駅を， 同区間内の外方となる駅とする。

(4) 経路特定区間の全区聞を通過する梁車券で， 同区間内か

ら分岐する経路変更は， 旅客巡賃計算経路のいかんにかかわら

ず笑際に分岐となる )!Rからの変更として旅客運賃の計算をする。
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